
 

子どもたちにイタリアについて説明をする研修生 

佐川町で若ざくら太鼓を体験 霧山茶園を訪問 

平成３０年度活動報告（地域交流事業） 

構成団体名 高知県立大学   

 

（事業名）イタリア、ヴェネチア カ・フォスカリ大学研修生地域交流 

       ～小学校、佐川町、日高村訪問～ 

（実施時期） 2018 年 5 月 2 日（水）、5 月 20 日（日）、5 月 27 日（日） 

（事業の概要）国際交流協定校のイタリア、ヴェネチア カ・フォスカリ大学研修生が、

毎年 4 月から約 3 ヶ月間、高知県立大学で日本語、日本文化を学んでいる。今年は、地域

との交流をテーマに、まずは高知市内の小学校を訪問し子どもたちと交流を図った。普段

接することがない小学生にイタリア語やイタリアのゲームを教え、小学生たちも珍しいイ

タリアの学生たちに大変興味深く、楽しい時間を過ごすことができた。また、高知県中西

部に位置する佐川町では、美しい白壁の町並みを散策した後、地元の方々の手料理を堪能

し、お手玉や太鼓など日本独特の伝統芸も体験した。日高村では茶園を訪問し、美味しい

緑茶をいただいた。美しい茶葉の緑の絨毯に感嘆した後、地域の活性化に繋がっている特

産物のトマトの施設を見学させていただき、収穫も体験した。地域の方々との交流は今年

初めての試みであったが、学生にとっても高知の地域産業を知る、体験する、地域住民と

交流するとても良い機会だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成３０年度活動報告（留学生交流事業等） 

構成団体名 高知県立大学＿ 

 

（事業名）韓国、慶南科学技術大学校学生対象「夏季日本語プログラム」《受入》 

（実施時期）2018年 7月 17日（火）～8月 8日（水） 

（事業概要）国際交流協定締結校の韓国、慶南科学技術大学校からの依頼により、3週間

の日本語集中プログラムを実施した。研修対象学生は 10名で、県内の家庭にホームステ

イをしながら、日本語のみならず日本の文化、習慣を学び、高知県立大学の学生とも交流

を図った。高知県立大学としては初めてのプログラムであったが、慶南科学技術大学校の

学生には大変好評だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業名）高知県立大学大学院生対象「エルムズカレッジ夏季短期プログラム」《派遣》 

（実施時期）2018年 8月 11日（土）～8月 20日（月） 

（事業概要）国際交流協定締結校のアメリカ、エルムズカレッジと学部間交流に加え、新

たに大学院生を対象とし、専門分野にフォーカスをあてた研修プログラムを構築した。参

加学生の研究フィールドに関連する施設等への訪問、パネルディスカッション、専門教育

教員との協議・意見交換に加え、英語研修を行うことを目的としている。第 1回目であっ

たが今後に繋げることができる非常に充実した研修であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（事業名）イタリア短期研修プログラム 《派遣》 

（実施時期）2018年 9月 15日（土）～9月 24日（月） 

（事業概要）毎年、実施しているイタリア、ヴェネチア カ・フォスカリ大学への短期研

修を実施した。日本語学科の授業に参加させていただき、本学学生が高知についてプレゼ

ンをしたり、日本語学科の学生とグループワークを行った。イタリアの学生との交流は、

研修の最大の目的であり、学生へも大変大きな刺激を与えている。また、後半はイタリア

中部の町でアグリツーリズモを体験。都会とは違う静かな街を訪れ、何世紀も変わってな

いであろう壮大な歴史を感じる建物で実際にあった出来事などを現地の方に説明していた

だくなど、地域の方との交流も出来た。そして記憶に残り、また見聞も広がった研修とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


